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論
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説

勢
賃
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経
済
的
及
ひ
道
徳
.的
性
質

(
一
∀

田

島

錦

治

第
二

節

勢

働

者

及

ひ
労

賃

.

実
れ
勢
働
は
人
類
の
最
要
な
る
経
済
角
行
爲
t
し
て
且
道
徳
的
有
爲
な
り
ご
す
。
人
は
萬
物
の
嬢
こ
し
て
天
地

の
塁

塁

し
、
自
然
の
徳
を
膿
現
す

く
長

豊

能
を
具
備
す
。
故
・
易

(乾
の
卦
の
象
)
邑

く

『天
行
は

健
守

、
君
孟

・
宣
撫

・
・
野

・
」
兎

詩

(欝

風
伐
檀
の
篇
こ

日
ぐ
葎

享

受

不
二嚢

歪

ε
。
孟
子

恩
曰
く

「
大
人

の
事
あ
り
小

人
の

事
あ
り
」

ご
。
凡

そ
人
は
必
ず
精
称
的
又

は
肉
禮

的
勢
働

を
爲

さ

、

る

へ
か
ら

す

し
て
、
遊
手
渾
食

の
徒

は
人

に
し
て
人

に
非

す

、
直
な

る
哉
乞

食
を
呼

ひ
て
非
人

ご
い
ふ
こ
ご
。

叉

夫
め

、、こ
フ
ボ
i
、が
一
『
凡
そ
人
は
盗

賊
叉

は
乞
丐

に
あ
ら

さ

る
限

り
は
皆
縦
.輝

恥

(しり
曽
醇

藷

)
な
b
」

ご
の
語
は
亦

論

説
.

労
資
の
経
済
的
及

ひ
道
徳
的
性
質
(
.一
)
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論

説

弊
資
の
縄
濟
的
及
ひ
遺
徳
的
性
質
(
一
》

第
+
巻

(第
四
號

二
)

四
五
六

謂
賢

を
値

ひ
す

へ
し
0

凡

そ
人
は
域
結
果

を
得

ん

こ
ξ
を
目
的

こ
し
て
勢

倒
す

。
而

し
て
此

結
果

に
無
形
的

な

る
ざ
有
形
的

な
・。
ε
あ

b

、
從

て
無
形
的
勢

働

ε
有
形
的

勢
働

ε
の
別
を
生
す
。

例

へ
は
讐
者

激
師
軍
人
辯
護
士

等

の
勢
働

は
前
者

に
圏

し
・
診
療
激
育
防
戦
辯
護
等

の
無
形
財
貨
(人
的
勤
響

を
生
産
す
、
而
し
て
農
工
商
運
輸
銀
行
等
通
常
謂
ゆ
る
實

磐

の
鶴

は
讐

属

し
・
有
形
財
貨
を
生
産
し
叉
は
其
生
産
を
直
接
に
幇
助
す
。
響

而
し
て
是
等
の
諺

及
無
形
財
貨
の
便
値
は
之
か
生
産

に
要
し
た
る
勢
働

に
劃
す
る
報
酬
を
含
む
は
勿
論
な
り
つ
.北
勢
働

の
報
酬
を
廣

き
意
味

の
勢
賃
若
く
は
給
料

ε
補
し
、
此
の
報
酬
を
得
る
人
を
厳
き
意
味

の
勢
働
者
ご
謂
ふ
、
前
掲

、.、
ラ
ボ
ー
の

謂
ゆ
る
サ
ラ
リ

エ
は
之
に
同
し
。

撚
れ
毫

現
今
の
通
用
語
に
於
て
鶴

者
蕊

ひ
勢
薯

直

斡

ε
い
ふ
は
募

袈

廣
き
意
味
の
も
の
に

非
す

し
て
、
唯
・私
的
企
業
者

に
雇
傭
せ
ら
る
、
人
々
を
指
し
て
勢
働
者
ε
い
ひ
、
其
企
業
者
よ
b
受
く
る
所
の
契

約
上
の
報
酬
を
勢
賃
若
く
は
給
料

ξ
い
ふ
o
而
し
て
此
報
酬
は
現

今
多
く
貨
幣
を
以
て
支
挑

は
る
、
か
故

に
我
国

に
於
て
は
従
来
賃
.銀
叉
は
勢
銀

の
名
構
あ
れ
ご
も
現
品
支
佛

の
場
合
も
亦
砂
な
か
ら
す
、
又
貸
課
ε
稽
す

る
ε
き

は
鐵
道
賃
銭
、
運
賃
、
家
賃
誓
の
語
ご
混
同
す

る
の
虞
あ
る
を
以
て
余
ば
勢
賃

叉
は
給
料
の
語
を
選
揮
し
た
り
。

.

此
挾
議

の
労
働
者
は
島
工
商
鑛
山
運
輸
等
の
各
種
の
業
務

に
徒
事
す
る
雇
人
手
工
労
働
者
技
師
支
配
人
等
を
含

み
、
中
に
.は
非
常

に
豆
類
の
年
給
を
受
く
る
者
す
ら
あ
り
。
米
山
に
於
ズ
は
威
勢
働
者
は
僅

か
に
五
十
仙

の
日
給

7



士

を
受
く
る
に
過
ぎ

さ
る
に
他
の
看

は
五
†
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弗
叉
は

以
上
の

年
給
を
憂
く
る
ご
云
ふ
,
(
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舞
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営
富
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旨
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同N
.
宰

N
衰

)
。

い

叉
官
吏
公
吏
は
國
及
ひ
地
方
團
膿
の
任
命
す
る
所

の
者

に
し
て
之
を
勢
働
者
ご
釈
し
得

へ
き
か
如
し
ε
錐
も
、

各
国
の
慣
習
は
之
を
勢
働
者

ε
庵
別
し
、
真
受
く
る
所

の
報
酬
ば
年
俸
又
は
俸
給
ご
稠
し
、
.勢
賃
ざ
は
爾
せ
す
。

且
官
吏

の
職
務
は
法
令
に
因
り
て
定
ま
り
、
其
俸
給
も
亦
固
く
之
に
因
り
て
定
ま
り
、
民
間
勢
働
者

の
勢
働
條
件

か
自
由
契
約

に
由
り
、
又
其
勢
賃

の
額

か
重
に
需
要
供
給
の
法
則

に
從
ふ
ご
大
に
趣
き
を
異
に
す
。
且
又
官
吏
は

嚴
啓
な
る
服
務
規
律
を
違
守
す

る
を
要
し
、
民
間
勢
働
者
の
如
く
同
盟
罷
業
を
爲
す
を
得
ず
、
文
勢
働
組
合
を
組

織
す
る
を
得
す
、
而
し
て
公
吏
も
亦
之
に
准

ず
る
も
の
な

な
か
故
に
官
公
吏
は
通
常
勢
働
者
ご
匠
刑
す
る
を
正
常

ξ
す
。
但
し
官
公
管

の
製
造
場
.
鑛
山
、
鐵
道
導
に
雇
使
せ
ら
る
る
募
働
者

は
此
限

に
在
ら
す
つ
最
後
に
各
人
の

家
庭
に
於
て
雇
復
せ
ら
る

、
下
女
下
男

も
亦
通
常

の
勢
働
者

の
外

に
置

か
る
。
蓋
し
輓
近
産
業
の
獲
達

は
自
由
思

想
の
進
歩
ご
相
待
ち
て
漸
く
下
女
下
男

の
彿
底
及

ひ
其
給
料

の
騰
貴
を
来
し
た
り
、
ド
レ
シ
ソ
グ
氏
は
日
毎

『
米

國

に
於
て
工
場
叉
は
商
店

に
雇
は
る
.、
婦
女
の
受
く
る
勢
賃
は
下
女
の
受
く
る
者
よ
り
は
低
し
、
縦
令
両
者
の
貨

幣
的
給
料
は
往
々
殆

ん
ご
同
額
な
る
も
、
下
女
城
此
上
に
食

ε
住
こ
の
支
給
を
受
く
る
が
故
に
全
盤

の
給
料
は
遙

ゲ
モ
ク
ラ
ヂ
ヅ
ク
ヘ
コ
ム
ム
ユ

ニ
き
　

か
に
高
し
、
其
重
な
る
理
由
は
民

主

的

就

會
に
在
り
て
は
下
女
の
務
は
鼻
し
き
地
位
ご
考

へ
.ら
れ
嫌
は
る

、

が
爲
め
な
り
三
.
…
欧
洲
諸
国
に
於
て
は
米
国
.程

に
自
由
思
想
及

ひ
卒
等
の
欲
求
か
熾
烈
な
ら
さ
る
を
以
て
,
斯

論

説

野
資
の
舞

的
及
ひ
道
徳
的
性
箕

ご

第
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入

:
の
如
き
考
慮
も
薄
く
、
随
て
下
女

の
給
料
は
遙

か
に
低
し
」
ε

(
月
震
装
甲

牢
ぎ
o
覚
2

0
「
国
。o
ロ
o
巳
。伊

お
【♂

<
。
=
昌
や

冨
巳
。
.黙
れ
ε
も
欧
洲
に
於
て
も

亦
同

一
の
趨
勢
行
.は
る
》
は

佛
國
純
濟
學
者

ジ
ー
ド
氏

の
言
に
徴

し
て
明
か
な
り
。
氏
は
日
く
『
僕
婢

(臨
o
∋
①ω二
ρ
仁
9
)
は
経
済
上
よ
り
見
る
に
通
常

の
給
料
取

(
い巴
鼠

評

具
象
芭
「2
)

と
異
な
る
、
邸
ち
彼
等
は
生
産
業
に
使
は
る
、
通
常

の
雇
人
に
非
す
、
叉
彼
等

の

一
.身
か
常
に
主
人
に
従
属
す
る

.

事
は
多
少
其
嫌
忌
心
を
引
起
す
も
の
な
b
、
此
動
念
の
爲

め
に
、
及
ひ
事
實
上
彼
等
か
産
業
勢
働
者
に
比
サ
る
に

.

其

一
身
及
ひ
其
時
を
廃
盤
す
る
自
由
基
だ
少
き
か
爲
め
に
、
僕
婢

の
職
に
就
く
者
は
盆

々
減
少
せ
り
』
ε

(臼
ユ
ρ

.

噌
碁
。
首
①
ン
同尭
。
盆
・
6
一ω
も

・
訟
o
)
。
此
趨
勢
は
近
頃
我
国

に
於
て
も
亦
目
撃
す
る
所
猛
り
、
蓋
し
現
今
僕
婢
の

給
料
は
通
常

の
勢
働
者
の
給
料
の
直
接
影
響
を
蒙
む
る
ζ
ε
益
々
甚
し
く
し
て
、
層復
昔
時
の
如
く
封
建
的
慣
習
及

ひ
家
族
的
道
徳

の
支
配
を
受
く
る
こ
ビ
益
々
減
し
た
る
は
時
世
の
愛
邉
の
自
ら
然
ら
し
む
る
所
"
し
て
、
.
余
は
我

國
中
流
家
庭

の
脛
濟
生
活

か
此
下
婢

の
彿
底
及
ひ
其
給
料

の
昂
騰

の
厨

に
早
晩
攣
革
を
促
さ
る
へ
き
も
の
な
る
を

信
ず
,る
も
の
な
り
。
.

官
公
吏

の
職
務
は
民
間
企
業
者
及
ひ
勢
働
者
の
如
く
畳
利
的
生
産
事
業
に
施

さ
る
、
も
の
に
非
さ
る
の
黙
は
前

掲

の
家
庭
的
僕
婢
の
職
務

に
回
し
ご
錐
も
、其
公
益
的
事
業
に
施
さ
る

、
の
黙
に
於

て
叉
之
ε
異
な
る
。官
公
吏

の
.

俸
給
か
勢
働
者

の
給
料
民
同
観
す

へ
か
ら
さ
る
の
根
擦
は
實

に
比
熱
に
存
す
る
な
り
。
勢
働
者

の
給
料
及
ひ
企
業

者

の
利
潤
の
源
泉
は
其
螢
利
的
生
産
物
の
債
値

に
在
b
、
而
し
て
此
償
値

の
大
小
は
貨
幣
を
以
て
測
定
せ
ら
れ
得

●



・

る
か
故

に
企
業
者
の
利
潤
及

ひ
勢
働
者
の
給
料
は
或
割
合
を
以
て
此
生
産
物
の
貨
幣
的
償
値

の
中
よ
り
分
配
さ
る

る
な
り
。
之
に
反
し
て
官
公
吏
の
公
職

の
結
果
た
る
公
益
的
生
産
物
は
無
形
的

に
し
て
決
し
て
正
確

に
貨
幣
を
以

て
測
定
し
得

べ
き
に
非
す
。
國
家
そ
れ
自
身
は
恰
も
企
業
者
の
如
く
、
官
吏
は
恰
も
其
雇
傭
勢
働
者

の
如
き
観
め

b
ど
雄
も
、
彼
等
の
無
形
的
生
産
物
は
決
し
て
彼
等
の
間
に
分
配

せ
ら

る
、
も

の
に
非
す
し
て
、

一
般
国
民
の
享

受
t
る
所

ざ
な
る
も
の
な
り
。

一
般
団
員
は
此
公
益
的
無
形
的
生
産
物
を
享
受
す
る
か
故

に
、
他
語
を
以
て
言

へ

は
彼
等
は
國
家

の
合
衆
的
施
恵
を
享
一
る
か
故
に
彼
等
は
国
家
に
劃
し
て
合
衆
的
報
恩
の
畢
に
出

て
さ
る
へ
か
ら

す
、
換
言
ず
れ
は
租
挽
を
納

め
さ
る
可
か
ら
す
。
而
し
て
彼
等
の
国
家
よ
り
受
く
る
所

の
公
益
的
無
形
的
、生
産
物

は
其
恩
徳
遍
ね
く

一
般
に
及

ひ
、
各
個
人
に
就
て
之
を
貨
幣
的
に
測
定
し
得

へ
き
も
の
に
非

さ
る
か
故
に
、
之

か

合
衆
的
報
思

の
實
行

は
調
ゆ
る
負
視
能
力
主
義

に
從
ひ
各
人
は
其
財
産
所
得
に
適
慮
し
て
此
租
税

を
分
権
す

へ
き

も
の
な
り
。
而
し
て
官
吏
の
俸
給
は
他

の
國
費
ご
共

に
此
租
税
吸
入
よ
り
支
彿
は
る

、
も
の
な
b
。
(公
吏

の
職
務

及
ひ
俸
給
も
亦
之
に
准
ず

へ
き
か
故
に
説
明
を
省
く
)
。

民
間
の
勢
賃
の
高
低
か
官
吏
の
俸
給
に
間
接
的
影
響
を
及
ぼ
す
マ
ε
無
か
ら
す
ε
難
も
、
其
は
甚
陀
微
弱

に
し

て
且
緩
激
な
り
ε
す
、
、
何
ε
な
れ
は
前
に
も
述

へ
た
る
如
く
、
官
吏
妙
愉
給
は
法
令
に
由
b
て
定
ま
り
、
而
し
て

其
総
額
は
他
の
國
費

ピ
共
に
國

の
豫
算

に
計
上
せ
ら
れ
、
其
増
減
は
國
會

の
協
賛
を
脛
さ
る
可
か
ら
す
。
是
散

に

.

.
一
旦
法
令
を
以
て
定
め
ら
れ
た
る
官
吏

の
俸
給
學

か
数
十
年
を
脛
過
し
て
爾
ほ
改
、正
せ
ら
れ
さ
る
事
往
々
こ
れ
有

識

瞬

雰
資
の
纒
濟
的
及
ひ
道
徳
的
性
質
(
ご

第
十
巻

(第
四
號

五
)
.
四
五
九
.

.

「

L一



論
.
説
.
.勢
費
の
挫
濟
的
及
ひ
濫
徳
的
性
質
ハ
一)

第
†
巻

(第
四
號

六
)

四
六
〇

り
。
我

国
の
如
き
は
即
ち
比
例
に

し
て
、
近
年
特
に
大
戦
0
中
後
に
於
て
異
常
な
る

一
般
物
償
の
騰
貴
は
官
吏
ρ

實
際
的
所
得

(昂
四=
目
。
日
&

を
三
分

一
以
下
に
減
し
、
而
し
て
政
府
は
辛

ふ
し
て
五
割
上
下
を
臨
時
手
當

こ
し

て
増
給
し
陀
る
に
過
ぎ
す
。
斯
か
る
場
合
に
於
て
官
吏
中
宮
を
罷
め
て
民
欄
事
業
に
趨
る
の
傾
向
漸
く
甚
し
く
内

而
し
て
之
か
補
充
は
官
職
を
踏
誉

せ
ん
手

鼻

盟
政
治
箋

管

鹿
を
救
貧
院
ε

當
分
の
鰐

を
凌
か
ん

ご
す
る
低
能
者
な
る

へ
き
の
虞
め
り
。
要
ず
る
に
国
家
の
隅
編
　か
特
利
的
有
形
的
生
産
事
業
の
腸
胃

に
究
血
し
て

r
.公
か血
的
無
形
的
生
産
事
業

の
一環
喘
…に
「貧
血
す
る
は
一艮
ε
に
寒
▼心
に
堪

え
さ
る
研
…な
り
o

以
上
縷
説
し
た
る
所
を
括
れ
ば
謂
ゆ
る
勢
働
者
ε
は
瞥
利
的
生
産
企
業
に
雇
傭
せ
ら
る

、
給
料
取
々
意
味
し
、

第

一
・
猫
立
し
て
或
種
類

の
勢
跡
を
爲
す
職
業
者
は
之
に
騰
せ
す
。
簑
.
…、
俵
物
は
之
に
旙

芋
.
。第
三
、官
公
吏
.
.

は
之
に
属
せ
す
。
而
し
て
此
狭
義
の
勢
働
者
か
自
由
契
約

に
由

り
で
其
雇
主
た
る
企
業
者
よ
力
受
く
る
所

の
勢
働

に
封
ず
る
報
酬
を
勢
賃
叉
鳳
給
料
ポ
い
ふ
。
(僕
娩
の
主
人
織
り
受
く
る
も
の
を
も
亦
給
料
叉
は
給
金
ご
い
ふ
か
故

に
勢
賃
な
る
爾
か
最
も
適
切
な
り
ご
余

は
思
考
す
、
但
し
世
上

一
般

に
は
爾

ほ
賃
銀
勢
銀

の
構
か
並
ひ
行
は

ゐ
、

を
.注
意
ず
へ
し
)
。
・

.

-

此
狭

き
意
味
の
勢
働
者
及
勢
賃
は
蕾
に
経
済
學
理
上
甚
投
重
要
な
る
研
究
主
題
た
る
の
み
な
ら
す
、
謂
ゆ
る
砒

會
問
題
勢
働
問
題
勢
賃
問
題
ご
稽
す
る
實
際
上
最
も
困
難
な
る
問
題
を
梼
成

で
。
余
は
本
論
交
に
於
て
は
圭

噂
し

て
勢
賃
の
経
済
的
及
ひ
撹
徳
的
性
質
を
學
理
的

に
論
究
し
て
、、
珈
か
此
等
實
際
問
題

の
解
.決
に
功
み
り

ご
信
ず
る



ヒ

ン
ト

諷
示
を
與
ふ
に
止

め
ん
ε
期
す
コ

第

二

節

,

勢
賃
制
度
の
護
達

余
惟
ふ
に
從
來
脛
濟
學
者

の
勢
賃
を
論
ず
る
や
、
大
抵
輩
純
な
る
経
済
上
の
見
地

に
於
て
し
、
功
利
的
個
人
的

に
考
察
し
て
、
砒
會
的
道
徳
的
に
論
究
し
た
る
者
甚
た
勘
な
か
り
し
か
如
し
。
其
弊
や
勢
働
を
以
て
商
品
ご
同

一

親
し
、
勢
賃
を
以
て
商
品
の
傾
格
ε
同

}
脱
す
る
に
至
b
た
り
。
然
る
に
今
や
世
界
的
大
戦
争
を
終
結
せ
し
め
た

る
卒
和
條
約
の
中
勢
働

の

一
般
原
則
に
於
て
、
悠
約
國
は
産
業
に
従
事
す
る
勢
賃
盆
活
者
の
身
禮
上
道
徳
上
及
ひ

智
能
上
の
福
祉
を
以
て
最
重
要
な
る
國
際
事
項
な
り
ご
認
め
.
特
に
條
約
國
は
勢
働
を
以
て
軍
な
る
商
品
ご
看
做

℃

.

さ
る

へ
き
も
の
に
非
す
ε
認
む
る
か
故
に
.
勢
働
俊
傑
を
規
律
す
る
方
法
及
ひ
原
則
中
、
左

に
掲
…く
る
も

の
を
以

て
特
別
且
緊
急
の
必
要
あ
る
も
の
ご
認

め
た
り
。

】
、
勢
働
は
軍
に
貨
物
叉
は
商
品
ざ
認
む

へ
き
も
の
に
非
す
蓬
の
前
記
基
本
原
則
。

一二
、
　使
用
者
叉
は
被
用
者
(企
業
者
又
は
勢
働
者
)
か

一
切
の
適
法

の
目
的

の
爲
に
結
肚
す
る
の
権
利
。
.

三
、・
其
の
時
及
ひ
其
の
國

に
於
て
相
當
ご
認

め
ら
る
ン
生
活
程
度
を
維
持
す
る
に
足

る
勢
賃
を
被
用
者

(勢
働

者
)
.に
支
彿
ふ

へ
き
こ
ご
。
.
.

・

四
、
、
.一
日
八
時
間
叉
は
、一
週
四
十
八
時
間
の
制
を
實
行
ず
る
に
至
ら

さ
る
諸
国

に
於
て
は
之
を
其
の
到
達
の
目

論

賊

勢
賢
の
紹
濟
的
及
ひ
道
徳
的
性
唐
風二
)

第
十
巻

(第
四
號

七
)

四
六
一

亡

'一.
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論

説

弊
竇
り
経
済
的
及
ひ
道
徳
的
性
質
(
じ

第
十
巻

(第
四
號

・

八
)

四
六
二

、

』標
ε
し
て
採
用
す

へ
き
こ
ε
。

五
、
日
曜
日
を
成
る

へ
く
包
含
し
、
二
十
四
時
を
下
ら

さ
る
毎
週

一
回
の
休
息
を
與
ふ
る
の
制
を
採
用
す

へ
き

.

こ
亡
。
.

⊥
ハ
、
見
量
労
働
を
塵
止
す

へ
き
こ
ざ
、
及

ひ
年
少
者
の
勢
働
に
謝
し
其
激
育
を
縫
績
す
る
こ
ε
を
得
、
且
身
髄

の
正
常
な
る
獲
達
を
確
保
す

へ
き
制
限
を
設
く

へ
き
こ
ご
。

七
、
同

一
廣
値

の
勢
働
に
謝
し
て
拡
、
男
女
同
額

の
報
酬
を
受
く

へ
き
原
則
回

人
馬
各
国
か
其
の
法
令

に
依
り
定
む
る
勢
働
條
件

に
関
す
る
標
準
は
適
法
に
其
國

に
居
住
す

る

一
切
の
勢
働
者

.

に
謝
す

る
衡
雫

な
る
経
済
上
の
待
遇
を
確
保
す

へ
き
こ
ビ
。
㍗
.

九
、
各
国
は
被
用
者

の
保
護
を
目
的
ε
す

る
法
令
を
煽
行
ず
る
爲
監
督

の
制
度
を
設
け
婦
人
を
し
て
之
に
参
加

せ
し
む

へ
き
こ
ε
。

実
れ
斯
の
如
く
国
際
條
約
に
於
て
各
国
間

に
勢
働
及
ひ
勢
賃

の
道
徳
的
性
質

か
承
認
せ
ら
れ
、
之
に
基

づ
き
て

各
種
勢
働
者
保
護
の
法
令

か
規
定
實
施

せ
ら

る
、
の
機
運
に
向

ひ
た
る
は
、
吾
人
の
歓
喜
措

か
さ
る
所
な
り
。
撚

れ
ε
も
斯

の
如
き
は
實
際
上
種

々
の
渣
程
を
経
、
及
ひ
學
説
上
幾
多
の
鍵
纒
を
閲

し
た
る
結
果
な
る
を
知
ら
さ
る

可
か
ら
す
。
而
し
て
實
際

ご
學
説

ε
は
互
に
西
果
關
係
を
有
す
る
も
の
な
る
を
以
て
、
余
は
先
つ
本
節
に
於
て
勢

賃
制
度
獲
達
の
概
要
を
叙

し
、.
後
節
に
於
で
勢
賃

に
關
す
る
二
三
の
重
要
な
る
畢
説
を
論
評
せ
ん
ε
欲
す
。



,

,

9

現
時
の
産
業
界
特
に
工
業
界

に
於
て
行
は
る
、
所

の
勢
賃
制
度

(臣
。
ぞ
諮
①
遷
田富
量

目。
拳
一葦
,
¢

は
歴
史
上

漸
々
に
獲
達
し
来
り
た
る
も
の
な
り
。
蓋
し
古
昔
家
族
経
済
の
特
代
に
於
.て
は
家
長
は
其
家
族
家
人
奴
娩
等

の
勢

力

に
由

り
て
、
專
ら
、
叉
は
圭
ご
し
て
其
家
族
の
需
要
す

る
物
品
を
生
産
し
た
り
し
か
故
に
、
未
だ
現
時
の
如
き

雇
傭
勢
働
潜
な
く
、
文
勢
賃
も
無

か
り
し
な
b
。
但
し
此
時
代

に
於
て
貧
し
き
自
由
民
か
臨
時
に
富
者

に
雇
は
れ

て
其
家
の
奴
婢

の
勢
力
の
不
足
を
補
ひ
、
之
に
謝
し
て
報
酬
を
受
け
淀
る
こ
ε
め
り
。
撚
れ
ぜ
も
是
れ
固
よ
り
現

時
の
雇
傭
勢
働
者
ε
同

一
現
す

へ
か
ら
さ
る
は
勿
論
な
り
。

都
市
握
濟
の
時
代
に
迫

ひ
て
、
交
易
及
ひ
分
業
は
漸

く
行
は
れ
、
貨
幣
は
漸
く
流
通
す
る
に
至
り
、
他
人
の
需

●

要

に
慮
す

る
爲

の
各

種

の
産

業
は
獲

達

し
、
同

業
乱肌

(穿
o
ぼq
=
鼻

色
。
N
毎
開
'
冨

8
樋
o
冨
ま

こ

の
組
織
は
漸
く

行
は
れ

、
工
圭

〔穿
o
ヨ
国
国齢o
ジ

牙
「
訂
o
冥
o「」
o
鵠

#
o
こ

職

人

(㎞8

5
身
ヨ
睾
-
O
。ω亀
ρ

〔o
ヨ
冨
㈹
8
巳

門徒
弟

〔ぞ
窟
Φ三
一。9

ピ
9
「ぎ
ぴq樋
ぞ
降
竜
ε

が
互

に
相
頼

動

相
扶

け
て
、
共
同

の
生
活

及

ひ
生
産

を
寫

し
、
即

ち
職
人
及

ひ
徒
弟

は
工
圭

の
家
庭

に
同
棲

し
、家
庭

に
接

繧

せ

る
工
場

起
於

て
小

規
模

な

る
生
産
を
爲

し
、彼
等

の
問

の
関
係

は
恰
も
家
族

に
似
た

る
者
な

り
し
は
、實

に
我
国

語
の
親
方
弟

子
叉

は
親

分
子
分
兄
弟

分
、
、及

ひ
佛

語

の

b
p
けδ
P

8
ヨ
短
ケq
・o
昌

か
示
す
如

し

ご
す
。

而
し

て
職

人
は

工

主
よ
り
給
金

を
受

く

ε
雌
も
、
是

は
現
時

の
勢
賃

の
如
し
自

由
契
約

に
由

り
て
定
む

る
も

の
に
非
す

し
て
、
慣

習

叉
は
同
業
甦

の
規
定

に
由

る
も

の
な
り

し
な
り
。
且
當
時
徒

弟

は

…
定

の
年
期

を
勤

む
れ
は
皆
職

工

に
進

む
を
得

、
職

工
は
其
按

に
熟
達
す

れ
は
多

く

は
工
圭

に
進

む
を
得
π

論

説

勢
資
の
経
済
的
及
ひ
濫
徳
前
性
其

一
)

第
+
巻

(第
四
號

九
)

四
六
三

・



論

説

聲
資
の
経
滑
的
皮
ひ
溢
徳
的
性
質
二
一

第
十
巻

(第
断
號

一
〇
V

四
六
四

.

る
か
故
に
此
三
者
の
關
係
は
上
下
連
繋
的

に
し
て
、
現
時
の
雇
主
ど
勢
働
者
`
か
法
衝
的
は
劃
等
に
し
て
、
.経
済

上
は
永
久
懸
隔
的
な
る
ε
大
に
其
趣
を
異

に
せ
り
。此
産
業
界

の
状
態
は
欧
洲
中
世
及
ひ
近
世
を
通
し
て
糧
織
し
、

而
し
て
我
国
に
於
て
は
中
古
よ
め
足
利
徳
川
岡
時
代
に
亘
り
及
ひ
明
治

の
初
期
ま
て
存
在

し
た
り
き
。

然
る
に
近
世
漱
洲
に
於
て
謂
ゆ
る
国
民
脛
濟

の
時
代
に
進
み
、
生
産

の
規
模
は
盆

々
大

ε
な
り
、
互
額
.の
資
本

及
ひ
多
撒
砂
勢
働
を
更
す

る
に
至
り
て
、
從
來

の
同
業
耽
の
組
織
ば
破
壊

し
。
小
規
模
な
る
工
ま
は
漸
く
其
存
在

を
失
ひ
て
大
資
本
主
及
ひ
大
商
人
か
之
に
代
り
、
漸
く
資
本
主
義
の
産
業
起
り
、
遂
に
企
業
者
階
級
ざ
勢
働
者
階

級

ε
の
樹
立
を
見
る
に
至
り
て
、
謂
ゆ
る
勢
賃
制
度
は

一
般
に
行
は
る
、
覧
至
り
た
り
。
鰍
洲
の
重
な
る
国
々
に

於
て
は
伽
國
革
命
の
少
し
前
、
及
ひ
後
に
於
て
、
産
業
自
由
の
法
制
か
漸
く
採
用
せ
ら

れ
、

一
方

に
於
て
は
企
業

者
は
従
来
の
窮
屈
な
る
同
業
肚
の
鵬
給
を
醜

し
、
任
意
に
新
な
る
工
業
を
企
て
、
勢
働
者
を
雇
ひ
入
れ
、
天
は
之

を
解
雇
す
る
を
得
、
他
方

に
於
て
は
勢
働
者
も
其
好
む
所

の
職
業
を
選
み
て
之
に
就
く
を
得
、
叉
は
其
欲
す

る
所

の
土
地

に
移

る
を
得
、
主

ピ
し
て
自
由
競
争
及
ひ
需
要
供
給
の
法
則
に
由
う
て
定
ま

る
所

の
債
絡
を
以
て
其
勢
力

を
費

る
を
得
て
、
任
意
に
雇
傭

に
癒
し
、
又
は
之
を
僻
す
る
を
得
セ
り
。
此
實
際
状
態

の
反
映
ε
し
て
労
働
を
商

品
ε
見
做
す
學
説
の
行
は
れ
た
る
は
亦
怪
し
む
に
足
ら
す
。

廟
.

.

、

.

北
勢
賃
制
度
の
下
に
於
て
企
業
者
と
勢
働
者

ε
は
外
形
上
は
孕
等
な
れ
ε
も
、
實
際

に
於
て
は
、
企
業
者
は
偏

重
な
る
利
益
を
白
む
る
を
得
、
彼
等
か
経
済
上
肚
會
上
並
ひ
に
政
治
上
に
有
す
る
威
勢
は
常
に
勢
働
者
階
級
を
塵



,

掬
し
た
り
。
蓋
し
産
業
自
由
制
度

か
生
産
上
・偉
功
を
奏
し
だ
る
は
.
肚
會
主
義
者
ε
難
も
亦
認
容
す
る
所
、
而

し

ラ

ラ

て
勢
賃
制
度
か
勢
助
者
を
し
て

1
企
業
上

の
危
険
を
冒
す
こ
ξ
な
く
し
て
、

2
常

に
定
時
に
定
額
の
勢
賃
を
規
則

く

く

正
し
く
受
ぐ
.る
を
得
せ
し
む
る
は
「
實
に
彼
等
に
取
り
て
有
利
な
る
方
法
な
る
は
自
由
振
縄
濟
學
者
の
力
説
す

る

所
な
り
。
撚
れ
ε
も
財
力
あ
り
、
巧
慧
に
し
で
▼
且
容
易
に
秘
密

に
團
結
し
得

る
少
数

の
企
業
者
か
、
無
資
に
し

て
識
見
挾
く
、
固
結
力
乏
し
く
、
且
法
律

(∩
。
ヨ
寓
目
骨δ
旨
り
凹
5

に
依
て
固
結
を
禁
せ
ら
れ
売
る
多
数

の
勢
働
者

に
封
ず
る
に
於

て
は
・
勢
働
係
件

か
往

々
荷
重
に
し
て
、
勢
賃
の

一
部

か
事
實

上
企
業
者

の
横
奪
に
蹄

し
だ
る
場

合
も
砂
か
ら
さ
b
し
な
り
。
此
實
際
.猷
態
は
實

に
肚
會
主
義

の
資
本
盗
奪
読
を
醸
成
し
投
る
も
の
こ
謂
ふ

へ
し
。

.

此
状
態
は
欧
洲

に
於
て
は
實
に
第
十
八
世
紀
の
終
末
よ
り
第
†
九
世
紀
の
終
末
に
至
る
ま

て
縫
績
し
て
、
勢
働

者
は
此
産
業
目
由
及

ひ
勢
賃
制
度

の
下
に
於
て
は
却
て
前
代
の
同
業
肚
組
織
の
下
に
於
て
よ
り
は
、
寧
ろ
不
利
の

地
位
に
立
て
乃
り
概
あ
b
き
。
.我
国
維
新
以
後
の
状
態
は
亦
之
に
似
だ
を
も
の
あ
り
。
.黙
り
而
し
て
欧
洲

に
於
て

は
前
世
紀
以
来
、
國
に
由
駈
て
逞
速
は
め
れ
ε
も
、
勢
働
者

の
團
概
運
動
起
り
て
漸
く
其
功
を
奏
し
、
前

世
紀
の

末
よ
り
今
世
紀

の
始
に
至
る
間
に
於
て
欧
洲
の
殆
ん
ε
総
て
の
國
は
同
朋
罷
業
纏
及
ひ
勢
働
組
合
の
合
法
な
る
こ

ε
を
認
む
る
に
至
り
た
り
。
而
し
て
之
ご
同
職
に
謂
ゆ
る
勢
働
者
保
護
法
は
成
b
て
塑
働
者

の
勢
働
時
間
、
危
険

疾
病
老
癈
の
保
険
、
衛
生
の
設
備

に
向
て
の
み
な
ち
す
、
勢
働
契
約
の
成
立
及
ひ
解
除
に
關
し
叉
は
勢
賃
の
額
(例

.

へ
は
最
低
勢
賃

の
如
き
)
,に
關
し
て
法
令
の
規
定
を
見

る
に
至
り
、
且
今
次
の
國
際
　
-
和
條
約
に
於
て
前
掲
の
如

論

説

勢
資
の
縄
濟
的
及
ひ
道
徳
的
性
質
二
)
.

第
十
巻

(第
四
號

」
こ

四
六
五

〆



論

説

餐

総

清
楚

ひ
藻

盤

質
二

〕

.

第
春

(第
四
號

ゴ

∀

四
糞

、

言
静
観
雲
霓
の
大
主
義
か
確
定
せ
ら

る
、
に
至
b
た
り
。
現
世
紀

の
始
に
於
げ

る
欧
米
の
現
状
は
斯
の
如
し
、
而

し
て
我
国
は
後
れ
馳
せ
乍
ら
、
亦
真
跡
を
逐
ひ
つ
、
あ
る
な
り
。

現
時
衣
明
諸
国
に
於
け
る
勢
賃
制
度
獲
達
の
梗
概
は
前
述

の
如
し
、
若

し
各
国
各
時
代
及
ひ
各
職

業
に
就
て
詳

細
に
調
査
せ
は
、
必
ず
種
々
の
特
徴
異
例
を
爽
見
す

へ
し
ご
雌
も
、
余
は
斯

の
如
き
研
究
を
別
論
に
譲
り
て
、
本

節

に
於
て
は
勢
賃
制
度

か
他
の
殆
ん
ε
総

て
の
肚
會
的
制
度

の
如
く
時
世

の
必
要
便
宜
に
慮

し
て
、
断
々
.に
獲
達

し
た
乃
も

の
に
し
て
、
必
し
も
恒
久
不
愛

の
も
の
に
非
す
、
今
後
叉
時
世

の
必
要
便
宜
に
從
ひ
て
修
補
せ
ら
れ
改

革
せ
ら
れ
得
る
も
の
な
る
こ
ε
を
示
し
、
而
し
て
勢
賃
の
理
論
か
此
實
際

の
事
情
を
反
映
し
叉
は
喚
起
す

る
も

の

な
る
こ
ε
を
讃
せ
ん
ε
欲
ず
。
(未
完
)
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